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北海道教育委員会教育長 様

北海道美深高等養護学校長
（あいべつ校）
佐々木 誉 之 印

次のとおり平成２７年度の学校評価について報告します。

１ 本年度の重点目標

① 生徒一人ひとりの教育的ニーズに基づき、キャリア発達を促すための系統的・重層的な指導を推進し、個々の
進路を実現する教育課程を編成する。

② 社会への移行期にある生徒に対して、適切な生徒指導の充実を図る。
③ 研究や研修等を充実させ、教職員の資質や専門性を高め、質の高い教育活動を展開する。

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果

教職員 ・保護者対応（服務規律の遵守）については、100 ・企業内作業学習を継続することで、企業が生
％の肯定的回答を得た。保護者や地域に信頼さ 徒を指導していることが分かり評価できる。
れる学校を目指して、教職員一人一人が服務規 学校評価により、あいべつ校がよき伝統を築
律の遵守を強く意識してきた結果と捉える。 いており、今後も期待している。

・教育課程（個別の指導計画等）や保護者対応（専 （学校評議員）
門性、連絡）について、否定的回答が15％を上 ・昨年度の反省に基づき学校が運営されている
回り、改善に向けた取り組みが必要と考える。 ことが分かった。あいべつ校の卒業生である

と胸を張って言える取り組みがなされること
を地元企業として期待する。

（学校評議員）

改善方策 ・個別の教育支援計画、個別の指導計画、通知表について、目標設定から評価に至るＰＤＣＡサイク
ルについて見直す。

・教員の専門性向上にむけた校内実践研究に取り組み、研修会等にも計画的に参加し校内への還流を
行う。

保護者 ・保護者対応（適切な言葉遣いや態度等）につい
ては、100％の肯定的回答を得た。保護者への適
切な情報提供や丁寧な説明に務めた結果、満足
度の向上につながったと捉える。また、事故防
止に向けた安全対策等により安全安心な学校生
活を送ることができていると評価された。

・進路指導に係る情報提供や、ＰＴＡ活動につい
ては否定的回答が多く、改善に向けた取り組み
が必要となる。

改善方策 ・多くの保護者が参加でき、組織が活性化するＰＴＡ活動について事業計画を見直す。
・自立や社会参加に向けた様々な情報をタイムリーに発信する。

生 徒 ・「社会人になるために」という目的の下に指導さ ・次年度は3学年全てが揃う。また旭川に高等支
れていることが生徒にも伝わっていると考える。 援学校も開校する。あいべつ校のよさを全面

・卒業生がいないことで具体的な進路が見えず、 に打ち出して取り組むことが大切。水泳の指
まだ先のこととして捉えていると思われる。 導をとおして、あいべつ校にいじめがないこ

とが分かる。文化系部活動の充実を期待する。
（学校評議員）

改善方策 ・新たに学校行事（体育祭、学校祭）により、生徒の主体的な活動や共同作業を設定し、良好な人間
関係づくりに取り組む。

・生徒の特性に応じた指導を進め、キャリアカウンセリング等により、生徒のキャリア発達を促す。

・ホームページへの掲載
公表方法 ・保護者懇談会での説明

３ 添付資料
教職員アンケート、保護者アンケート、生徒アンケート


